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ASTRO-H搭載 精密軟X線分光装置SXSの波形処理システムPSPの開発の
現状
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2014年に打ち上げ予定のX線天文衛星「ASTRO-H」には、X線マイクロカロリメータ SXS (Soft X-ray Spec-
trometer)が搭載される。SXSは 6× 6のピクセルからなり、7eV以下という優れたエネルギー分解能を実現する。
検出された波形信号は、フィルタと増幅を経てA/D変換され、デジタル処理系 PSP (Pulse Shape Prosessor)に
送出される。PSPは、FPGAを搭載しイベント検出などを行うMIO (Mission I/O)ボード、最適フィルタ処理を
行う CPUを搭載した SpaceCardで構成され、その間の通信は新規格の SpaceWireで行われる。この構成は、基
本的に「すざく」衛星搭載XRSのものを踏襲しているが、ハードウェア・ソフトウェアはまったく新設計である。
我々は、XRSのデータ処理アルゴリズムを継承しながら、MIOボードと SpaceCard の開発を行っている。今

回は、2つのボードの試験用モデルを用いて行っている動作試験について報告する。まず、A/D変換装置のシミュ
レータとMIOボードとの噛み合わせ試験において、クロック・コマンドの送信、データ・HKの受信が問題なく
行われていることを確認した。また、SpaceCard単体試験では、SpaceWireの通信速度の測定、最適フィルタ処
理ソフトウェアの動作試験と開発を進めている。そこで今回我々は、PSPの開発の現状、特に上で述べた試験の
結果について報告する。


